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中学校最後の学期を充実したものにするために 

 これまでの取組を振り返り、今やるべきことは何なのか考え、行動 

していく必要があります。3 学期を充実した日々にするために、次の 

点について、これからじっくり考えてみましょう。 

 

入試までの心構えを確認する(夢の実現へ) 

 ○ 規則正しい生活をする。 

  ・毎日の生活リズムを定着させ、安定した気持ちで一日 

を送れるようにしましょう。 

 ○ 健康管理に注意する。 

  ・勉強を頑張ることと矛盾するかも知れませんが、かぜの予防には「十分な睡眠」が一番です。 

  ・自分が一日快適に過ごせるベスト睡眠時間をとりながら、残りの時間を有効に使ってほしいです。 

 ○ リラックスする方法を身に付ける。 

  ・短い時間で行える気分転換の方法を考えましょう。 

 ○ 入試についての予定や手続き等の確認をする。 

  ・特に重要なことはまとめておき、慌てることがないようにしよう。 

 ○ 計画を立てて取り組む。 

  ・上手に計画すれば、これからの短い時間であっても、1 ヶ月で 

2 ヶ月以上の学習を行うことも可能です。 

 ○ 自信をもって取り組む 

  ・進路が決定したら、それに向かってプラス思考で頑張ることです。 

  ・必要以上の不安をつくり出しているのは自分自身です。 

自分が勝手に作り出した幻影におびえる必要はありません。 

不安を打ち消すだけの努力を今後も続けることです。 

クラスや友達を大切にする(一生の友へ) 

  受験中心の学期になり、何となく暗いムードが漂う時期です。 

しかし、このメンバーと一緒に勉強したり、給食を食べたり、運動 

することも残り少なくなっています。時が来れば、それぞれの進路に 

向けて、離ればなれになってしまいます。一生心に残る学期を仲間と 

共につくってほしいと思います。 

日の出中へ、そして後輩に何を残すか 

  今の 3 年生の姿を見て何かを感じ、頑張る気持ちを後輩たちがもて 

たとしたら、素晴らしいことです。その人を先輩と慕い、目標となる 

存在、尊敬できる存在と判断するのは、先輩の立場の皆さんでなく、 

後輩たち自身です。言葉はいりません。先輩の頑張る姿勢によって気付くものです。最後の学期に 3 年 

生として、模範となる姿を後輩たちに示しましょう。 

 

『ベシュメン』はドイツ語で決定すると言う意味です。 
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